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データと解析

データ：“２０CCCM”参加モデルの２１モデル

期間：1980-1999年の6月平均降水量

比較観測値：GPCP
格子点：出力値を２．５緯度・傾度格子値

１１０－１２５E：メイユ前線帯

１２５－１４０E:梅雨前線帯

前線の降水極大ゾーン

高気圧圏内降水極小ゾーン

ITCZの降水極大ゾーン

各ゾーンの出現緯度と降水量を散布図形式で比較



比較



GPCPと 21モデルの平均値の比較と 21モデルのSTD
（北側・東側でモデルの結果の一致度が高い）
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検討と考察

●21モデルのB-M frontal zone, dry zone, ITCZの6月
(1980-

1999年の20年平均)における緯度と降水量の再現性を調べた。

●21モデルの平均値は、GPCPにかなり近い。

●モデル間の相違は、かなり大きい。

●再現性は北側・東側で高く、南側・西側で低い。

＜太平洋亜熱帯高気圧の西側延伸の再現性と、

低緯度における再現性に問題があるため。＞

●特定の現象のみでモデルを評価すべきではないが、

#7（NOAA-GFDL), #15 (MIROC-m)、＃5（CSIRO)、＃１１

（INGV)、＃１４（MIROC-ｈ） などの再現性は高い。


